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全員で成功することの良さ 
 前号で、紹介した『成功する「準備」が整う 世界最高の教室』ですが、まだまだ紹介し

たいところがあるので、見ていただけたら嬉しいです。 

 

本の中で、特に皆さんに紹介したい実践例があります。それは、「風船アクティビティ」

です。年度初め、新入生にみんなで輪を作らせ、1 人 1 人に膨らませた風船と削りたての

鉛筆を配ります。そこで、教師はこう指示を出します。「今、手にしている風船が１分間割

れずに無事なら勝ち。賞品が出ます。」と。この後の展開、想像できますよね？そうです。

全員がお互いの風船を割り始めます。大騒ぎしながら。１分間経った後には誰も膨らんだ風

船を持っている生徒はいません。ここからがこのアクティビティのおもしろいところです。

全員の風船が割れてしまい、誰も勝った人がいないと思う生徒に、教師はこう話します。「勝

つためには誰かの風船を割らなきゃいけないとは、言ってないよ。」と。生徒は戸惑いまし

た。「じゃあ、全員の風船が割れなかったら、誰が勝ちになるんですか？」と問いました。

教師は「全員だよ。」と答えました。 

 

タヴァナー先生は本の中で、「みんなが成功し、その過程でほかの人が成功するのを、互

いに助け合っていける。」と書いています。この言葉に私は感銘を受けました。 

前号で紹介した PBL（問題解決型学習）は、まさにこれを実現させています。その中の

プロジェクトに、「シムシティ」というものがあります。最高学年の生徒たちが取り組むプ

ロジェクトです。「持続可能な都市を計画するには？」などの質問を教

師が生徒に投げかけ、生徒はチームになり 2 カ月間作業をします。裏

面に、このシムシティのプロジェクトに取り組んでいるところに、外部

の方が見学に来た時の場面を書いたページを載せています。 

自分の得意な分野を担当し、チーム内でそれぞれが研究したことを

共有、そして、学び合って大きなゴールに向けて協力し合う。風船アク

ティビティは、この学びを簡潔に表していると言えます。みんなで協力

して、みんなで成功する。その良さを伝えています。 
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“それぞれが違う長期的なゴールや道、スキルやニーズを持っている人たちが集まった

コミュニティーで、成功の姿も人によって違い、他人を犠牲にすることもない。” 

第７章 「競争力」ではなく「協力するスキル」を より引用 



 


